
一般質問

平成２９年（２０１７年）１０月２９日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
 

質
問　

臼
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
小

平
町
に
幾
度
も
空
襲
が
あ
り
、
市
内

で
も
過
去
に
は
不
発
弾
が
発
見
さ
れ

処
理
さ
れ
た
こ
と
が
、
小
平
市　

年
３０

史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
市
内
で
撤

去
さ
れ
た
不
発
弾
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
か
、
ま
た
処
理
の
費
用
は
誰
が
負

担
し
た
か
。

　

渦
市
内
に
不
発
弾
が
ど
れ
く
ら
い

残
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
か
。

　

嘘
不
発
弾
処
理
に
要
す
る
費
用
負

担
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
昭
和　

年
度
及
び
昭
和　

４７

４８

年
度
に
合
計
５
発
、
市
が
不
発
弾
処

理
を
行
っ
て
い
る
。
処
理
の
費
用
に

不
発
弾
に
対
す
る
認
識
と

処
理
の
考
え
方
に
つ
い
て

つ
い
て
は
、
昭
和　

年
度
は
ほ
ぼ
全

４７

額
都
補
助
金
で
の
歳
入
が
あ
り
、
昭

和　

年
度
は
国
の
交
付
金
制
度
が
創

４８
設
さ
れ
、
国
と
市
で
折
半
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
市
で
把
握
し
て
い
る
も

の
は
な
い
。

　

嘘
平
成　

年
度
に
西
東
京
市
で
、

１７

平
成　

年
度
に
調
布
市
で
不
発
弾
を

２０

処
理
し
た
実
績
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
市
か
ら
は
、
国
等
の
補
助
金
を
活

用
し
、
残
り
を
市
が
負
担
し
た
と
聞

い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考

に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

 
質
問　

臼　

代
乳
が
ん
検
診
の
実
施

３０

に
つ
い
て
見
解
は
。

　

渦
小
・
中
学
生
へ
の
が
ん
教
育
が

非
常
に
重
要
だ
が
、
実
施
状
況
は
。　

市
長　

臼
近
年
、
若
年
者
の
乳
が
ん

死
亡
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
国
の
指
針

で
は
対
象
が　

歳
以
上
だ
が
、　

歳

４０

３０

代
の
検
診
に
つ
い
て
も
視
触
診
に
よ

る
検
診
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

教
育
長　

渦
小
平
第
十
二
小
学
校
で

は　

年
度
か
ら
学
級
担
任
と
養
護
教

２６
諭
が
連
携
し
、
保
健
の
授
業
で
が
ん

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

指
導
方
法
等
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

い
の
ち
を
守
る
が
ん
検
診
の
受
診
率

の
向
上
と
精
度
を
高
め
る
た
め
に

 
質
問　

臼 
え 
る
ぼ
し
の
啓
発
状
況
や

※
１

認
定
状
況
に
つ
い
て
現
状
と
課
題
は
。

　

渦
女
性
活
躍
推
進
法
の
理
解
と
施

策
の
実
施
に
つ
い
て
、
課
題
解
決
を

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

市
長　

臼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

制
度
を
紹
介
し
て
お
り
、
７
月
末
日

現
在
、
全
国
で　

社
が
認
定
企
業
と

３７７

し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
制
度
周
知

と
理
解
促
進
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
女
性
の
活
躍
推
進
は
必
要
不
可

欠
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も

市
民
や
事
業
者
に
情
報
提
供
等
を
行

い
、
小
平
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン　

の
２１

取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
に

事
業
者
へ
の
啓
発
を
進
め
る
べ
き

 
質
問　

臼　

年
度 
乳 
幼
児
医
療
費
助

※
２

２８

成
制
度
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
金
額
は
。

　

渦
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
市

の
経
済
的
負
担
は
。
ま
た
半
額
助
成
、

接
種
率　
％
と
し
た
場
合
コ
ス
ト
は
。

５０

　

嘘
公
費
助
成
の
た
め　

年
度
か
ら

３０

の
減
額
調
整
廃
止
で
確
保
さ
れ
る
財

源
活
用
を
検
討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
約
１
千　

万
円
で
あ
る
。

６０

　

渦
乳
幼
児
５
千
人
が
通
院
治
療
費

５
万
７
百　

円
と
仮
定
す
る
と
２
億

１７

５
千
４
百
万
円
。
ゼ
ロ
歳
児
は
１
千

６
百　

人
で
コ
ス
ト
は
１
千
万
円
か

１７

ら
１
千
百
万
円
と
推
定
さ
れ
る
。

　

嘘
慎
重
に
検
討
し
、
国
の
動
向
を

医
療
費
の
適
正
化
で
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
助
成
等
の
実
施
を

注
視
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
平
成　

年
の
姉
妹
都
市
締

３０

結　

周
年
を
期
し
、
相
互
訪
問
時
に

４０
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
企
画
で
き
な
い
か
。

　

渦
ル
ル
・
ロ
ッ
ソ
を
市
内
レ
ス
ト

ラ
ン
等
で
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

　

嘘
小
平
町
特
産
品
の
注
文
受
付
・

通
信
販
売
窓
口
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
と

連
携
し
な
が
ら
方
策
を
研
究
す
る
。

　

渦
ル
ル
・
ロ
ッ
ソ
は
北
海
道
で
開

発
さ
れ
、
パ
ス
タ
に
適
し
た
小
麦
で

商
品
差
別
化
に
有
効
と
考
え
て
い
る
。

　

嘘
商
品
供
給
量
や
流
通
体
制
等
課

題
を
整
理
し
研
究
し
て
い
く
。

姉
妹
都
市
小
平
町
と
の
経
済
交
流
を

積
極
的
戦
略
的
に
進
め
よ
う

 
質
問　

臼
木
造
住
宅
密
集
地
域
現
況

調
査
の
目
的
と
調
査
場
所
は
。

　

渦
通
電
火
災
防
止
の
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

　

嘘
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
費
用
助

成
に
つ
い
て
見
解
は
。

市
長　

臼
震
災
時
に
延
焼
被
害
の
お

そ
れ
の
あ
る
地
域
の
課
題
解
決
手
法

等
の
検
討
が
目
的
で
、
都
の
指
標
で

抽
出
し
た
７
町
丁
目
が
対
象
で
あ
る
。

　

渦
停
電
復
旧
後
の
通
電
に
よ
る
出

火
を
防
止
し
、
被
害
を
軽
減
す
る
。

機
会
を
捉
え
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　

嘘
災
害
時
の
生
活
用
水
と
し
て
の

使
用
と
浸
水
被
害
の
低
減
が
期
待
さ

小
平
市
の
防
災
機
能
を

よ

り

高

め

る

た

め

に

れ
る
が
設
置
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
平
成　

年
４
月
に
始
ま
っ

２９

た
特
別
支
援
教
室
の
効
果
と
課
題
は
。

　

渦
こ
げ
ら
就
学
支
援
シ
ー
ト
、
学

校
生
活
支
援
シ
ー
ト
の
重
要
性
は
。

　

嘘
共
生
社
会
を
目
指
す
た
め
に
教

育
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
は
。

教
育
長　

臼
児
童
の
移
動
が
な
く
な

り
、
安
全
面
と
学
習
時
間
が
確
保
さ

れ
た
。
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支

援
と
環
境
整
備
等
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
長
期
的
な
視
点
で
、
連
携
・
一

貫
し
た
支
援
の
た
め
重
要
。

　

嘘
共
同
学
習
等
で
相
互
理
解
を
図

り
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
す
。

小
平
市
の
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

渦
市
民
団
体
な
ど
と
の
協
議
は
。

　

嘘
玉
川
上
水
は
都
の
管
理
な
の
で

調
査
対
象
に
入
れ
な
い
の
か
。

市
長　

臼
次
期
の
環
境
基
本
計
画
に

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

渦
豊
か
な
自
然
環
境
と
生
き
物
と

の
関
連
性
に
気
づ
き
、
将
来
に
わ
た

っ
て
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
市
民・

事
業
者
・
市
と
の
協
働
の
取
り
組
み

が
重
要
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
の
協
議
を
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘
調
査
箇
所
等
は
現
在
の
と
こ
ろ

決
ま
っ
て
い
な
い
。

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
は

市
民
団
体
と
協
働
で
行
う
べ
き

 
質
問　

臼
個
人
の
尊
厳
に
立
脚
し
た

道
徳
教
育
た
り
う
る
た
め
の
、
多
様

な
価
値
観
を
醸
成
さ
せ
る
工
夫
は
。

　

渦
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
な
ど
へ
の

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
ど
う
教
え
る
か
。

　

嘘
指
導
方
法
や
評
価
の
工
夫
は
。

教
育
長　

臼
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
と
り
た
て
て
教
え
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
社
会
の
実
現
を
目
標
と
す
る
。

　

嘘
教
員
の
資
質
向
上
、
先
進
的
な

実
践
や
取
り
組
み
を
周
知
し
、
確
か

な
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

多
文
化
共
生
、
多
様
な
価
値
観
が

尊
重
さ
れ
る
道
徳
の
教
科
化
は

 
質
問　

臼
国
連
で
の
核
兵
器
禁
止
条

約
採
択
の
市
の
受
け
と
め
は
。

　

渦
平
和
首
長
会
議
の
確
認
事
項
は
。

　

嘘
先
進
市
に
学
び
、
自
ら
発
信
す

る
事
業
を
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
市
民
社
会
の
諸
団
体
、
被

爆
者
が
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
活
動
を

続
け
て
き
た
成
果
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
と
、

安
全
で
活
力
の
あ
る
都
市
の
実
現
に

取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
た
平
和
首
長

会
議
行
動
計
画
が
議
決
さ
れ
た
。

　

嘘
市
民
が
自
主
的
、
自
発
的
に
行

動
を
起
こ
す
活
動
を
、
引
き
続
き
側

面
的
に
支
援
し
て
い
く
。

国
連
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択

を
受
け
、
今
後
の
平
和
施
策
を
問
う

 
質
問　

臼
介
護
予
防
レ
ベ
ル
よ
り
介

護
度
が
進
ん
で
い
る
人
へ
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

渦
高
齢
者
の
し
お
り
に
移
動
サ
ー

ビ
ス
と
生
活
保
護
の
案
内
を
。

　

嘘
小
規
模
多
機
能
型
施
設
利
用
者

に
も
昼
食
代
の
助
成
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
調
整
し
切

れ
目
な
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て
い
る
。

　

渦
次
回
見
直
し
の
際
、
検
討
す
る
。

　

嘘
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
さ
ら
に
広
げ
、
命
を
守
ろ
う

高

齢

に

な

っ

て

も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

 
質
問　

臼
単
身
高
齢
者
、
障
害
者
、

ひ
と
り
親
、
生
活
保
護
受
給
者
の
う

ち
住
宅
確
保
要
配
慮
者
と
し
て
把
握

し
て
い
る
世
帯
数
は
。

　

渦
無
料
低
額
宿
泊
所
の
数
と
利
用

人
数
は
。
無
料
低
額
宿
泊
所
入
居
の

長
期
化
が
問
題
だ
が
市
の
取
り
組
み

と
見
解
は
。

市
長　

臼
単
身
高
齢
者
、
障
害
者
、

ひ
と
り
親
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

な
い
。
生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い
て

は　
年
度
は
二
千
百　
世
帯
で
あ
る
。

２７

３０

　

渦　

年
９
月
１
日
現
在
は
２
か
所

２９

で
利
用
者
は
５
人
で
あ
る
。
生
活
習

慣
が
整
っ
て
い
る
利
用
者
に
は
希
望

再
度
、
生
活
の
基
本
で
あ
る

住

ま

い

を

保

障

す

る

を
確
認
し
な
が
ら
ア
パ
ー
ト
等
へ
の

転
宅
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
あ
か
し
あ
通
り
歩
道
の
路

面
の
う
ね
り
の
原
因
と
対
処
は
。

　

渦 
ゾ 
ー
ン　
指
定
箇
所
に
つ
い
て
、

※
３

３０

取
り
組
み
実
態
と
今
後
の
展
開
は
。

市
長　

臼
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
根
上
が

り
に
よ
り
生
じ
る
。
市
民
ま
つ
り
前

の
修
繕
や
、
街
路
樹
の
見
直
し
に
合

わ
せ
て
解
消
し
て
い
く
。

　

渦
標
識
や
看
板
、
路
面
標
示
を
設

置
し
、
回
田
町
等
で
整
備
し
て
い
る
。

小
平
警
察
署
か
ら
、
今
後
も
地
域
の

要
望
を
踏
ま
え
て
区
域
の
指
定
を
行

っ
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

道
路
や
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

不
発
弾
に
対
す
る
認
識
と

処
理
の
考
え
方
に
つ
い
て

津
本
裕
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

が
ん
検
診
の
受
診
率
等
の
向
上
を
／

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
啓
発
推
進
を

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

医
療
費
適
正
化
財
源
で
感
染
症
予
防
／

姉
妹
都
市
締
結　

周
年
小
平
町
交
流

４０

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

小
平
市
の
防
災
機
能
を
よ
り
高
め
る

た
め
に
／
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
の
党
こ
だ
い
ら
）

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
／
主
権
在
民

の
憲
法
に
ふ
さ
わ
し
い
道
徳
教
育

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

国
連
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択

の
意
義
／
高
齢
者
の
安
心
の
た
め
に

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

再
び
、
生
活
の
基
本
で
あ
る
住
ま
い

の
保
障
／
道
路
や
歩
道
の
整
備

▶昭和４７年１２月２０日発行の市報こだいら第２４９号
より抜粋


